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ISO9001 のシステム開発プロジェクトと経営管理に関する研究

要旨

本研究はシステム開発を実施するに当たり，システ

ム開発の品質の確保を計画することを提案することに

ある．そこには，システム思考技術を取り入れる必要

がある．多種多用なシステム開発の目的を達成するた

めにはシステムエンジニア(SE)の業務推進とプロジェ

クトマネージャーのプロジェクトマネジメントを考え

る必要がある．プロジェクトの目標達成に関しては業

務を推進する．IT の教育が必要不可欠である.プロジ

ェクトを管理するには失敗となる原因を根本的に分析

する．ナレッジマネジメントを適切に行う．プロセス

を維持管理することができる．

１．概要

システム開発においては，統合化されたマネジメント

技術が重要であり，SE 活動全体に通して考えられるこ

とである．統合化する場合は，システム開発の要件定

義を行い纏める必要がある．プロジェクトマネージャ

ーは SE が各技術領域に関して，見識を持たせることが

重要である．ISO9001 に設計開発の要求事項が記され

ており，その要求に基づき文書化した上でシステム開

発を行う必要がある．文書管理を行い，スキームを展

開するには，部門内に情報共有する必要がある．
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２．ISO9001 とソフトウェアのコーディング

ISO9001 における開発は，標準化のスキームを設ける.

これは，標準的な開発の進め方を示すものである.シス

テム開発において，重要なことはソフトウェアのデバ

ックである．要員により，各モジュールをコーデイン

グすることができる．最短の工数と納期を考える．そ

れをマネジメントするリーダーが必要となる．ソフト

ウェアを設計することは，設計段階ごとに重要度の順

位が付与される．プログラムのコーディングに関して

はデバッグが効率化の鍵となる．モジュールの構成が

ある場合，重要度に応じて順位を付けし，抜けがない

ようにすることが重要と言える．考慮事項としてはコ

ーデイングの作業効率を考える必要がある．

表 1 プロジェクトとマネジメント

２.プロジェクト推進と現状把握

プロジェクトの推進の同じ立場上の社員の助言に

ついては現状把握，知識連携が的確になることが言え，

学習したスキルによりナレッジの範囲が広くなる．SE

活動の範囲と知識の領域の幅が大きい場合は，スムー

ズな業務推進の状態が存在することが言える．業務の

やり方を識別して，その改善を導きだすことが業務上，

有益と考えられる．また，その現状把握において，懸

念材料が存在した場合は改善をする．現状の課題を認

識することでプロジェクトの品質改善を図る．

３．SE 活動の要件定義と管理方法

SE に関する業務範囲においては，システム思考に関

する導入と品質マネジメントシステム（QMS）の要求事

項の確認が必要である．ISO9001 のプロジェクトマネ

ジメントの文書管理においては設計開発工程に関する

文書番号の付与と体系化が必要である．文書番号命名

規則を考える必要がある．ISO9001 に関する文書管理

規定作成，文書管理番号の体系化，文書検索の促進が

重要である．文書管理システム利用の参考事例として

は，ファイルサーバーの活用，PC の活用がある．

図 1 システム思考技術と WBS の作成
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表 2 システム開発とマネジメント

表 3 システム開発と管理方法

４．SE と保守の開発へのフィードバック

システム保守の技術について考える．SE の指示によ

り，CE(カスタマーエンジニア)がその業務に応じて，

省力化に力を注ぐ必要がある．その実施においては，

業務知識のプログラミングの見識が必要になる．その

見識は，業務経験に基づいてシェル等でプログラム化

する．必要知識を高めて，生産性を広げられるが，組

織的な知識レベルには至ってないことも考えられる．

業務の生産性を上げる必要がある．CE の知識は情報共

有を図ることが望ましく，技術的範囲の考えを取り纏

める．生産性を高める為，保守作業のプログラム化を

行い，有効活用することを確実にする必要がある．

５．SE と品質マネジメントシステム導入

品質マネジメントシステム(QMS)導入については，必

要な資源を適切に配置し，その効果を見極める.全社展

開を行う.指標を設けることが重要である.①改善展開

件数＝改善策件数／部門全件数，②有効率＝(業務改善

成功件数／業務改善件数)×100，③運用率＝(オペレー

ション実施件数／オペレーション全件数)×100，④是

正処置率＝(部門是正件数／全部門の是正業務件数)×

100，⑤コーディング率＝(バグ補完件数／バグ件数)

×100，これは、運用の指標を設け示すものである。こ

れらは，WEB で参照できることが重要である．これを

参照しながら，重要指標を設定する．

６．SE 活動の全般

目標，目的に関してプロジェクトマネージャーから業

務全般に関して要求事項がある．SE についてはプログ

ラムのコーデイングの指導を行い，業務システムを構

築する．システム毎に担当者を配属し，設計，開発，

運用を行う必要がある．そして，各工程について成果

物を作成する必要がある．ISO9001 に関しても知識を

持たせる必要がある．

７．プロジェクト体制の確立

プロジェクトの組織を編成し，業務を遂行する．業

務単位でスキルを掌握し，チャート図を作成し，指示

命令系統を機能させる．管理者を配置し，業務を統括

する．報・連・相を確立する．要員のスキルを把握し

組織図を作成後，非整合がないか見える化することが

望ましいと考えられる.部門間で情報共有を図る．

８．要員の IT スキルの計算

スキルの判断を行うに当たり，定量化することが望

ましい．簡易的なスキルの計算方法を示す．ｙ＝

ax+b(≧0)として a が 0.0 から 1.0 の練度係数，x が経

験年数の変数，ｂが IT のバックボーン知識の定数とし

て IT スキルのｙを導き出す．これにより，個人の成長

度が分かる．傾向値のグラフを示す．

図 2 IT スキルの計算

９．結論

本研究では，システム開発に ISO9001 を導入するこ

とは改善実施・工程管理の要素があり，生産性向上の

改善に繋がることを示している．その中で開発者，SE

の活動領域はマネジメントのスキルも求められている

ことが考えられる．要員のスキルを簡易に数値化でき

る．また，QMS によりプロセスの維持管理を行い、シ

ステム開発の健全性を高めることが可能である．
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